
～JGN-X基盤を活用した電子カルテのバックアップ技術～ 

平成2６年９月２６日  

ＩＣＴを活用した防災技術に関するセミナー 

高知県医療情報通信技術連絡協議会 

   南海トラフ大地震から診療情報を守れ 



公立志津川病院 

南三陸役場防災庁舎跡 

想定外の出来事 

戸籍抄本、住民台帳、介護保険情報、電子カルテサーバー内の 

診療情報など全てが喪失した→まさに「想定外」 
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地震によるサーバー室の破壊 

津波によるサーバーの浸水 
カルテ流失による個人情報の漏洩 

想定外の出来事（サーバ室の破壊、浸水、データの損壊） 

想定を超える 
甚大な被害が発生！ 



↑河北新報記事 
読売新聞記事→ 
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想定外の出来事（カルテの流失、減失） 
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協議会の設立 

南海トラフ巨大地震等の
大規模災害に備え、医療
機関が被災しても医療機
関の診療情報が消失しな
いよう、あらかじめ診療
情報データを県外に保全
（バックアップ）する 

システムを構築する。 

 

※高知新聞 



協議会の概要 

【災害拠点病院を中心に13病院で結成】 

協議会 

地域連携
WG 

技術WG 

事務局 

高知工科大
学 

NICT 

NO 病院名 NO 病院名 

1 田野病院 8 高知医療センター 

2 高知県立あき総合病院 9 国立高知病院 

3 JA高知病院 10 須崎くろしお病院 

4 いずみの病院 11 くぼかわ病院 

5 高知赤十字病院 12 高知県立幡多けんみん病院 

6 近森病院 13 渭南病院 

7 高知大学医学部付属病院 



厚労省の外部保存通知について 
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診療録等の外部保存を行う際の基準となるガイドライン 
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医療情報システムの安全管理に関するガイドライン 【厚生労働省】 

医療情報を受託管理する情報処理事業者向けガイドライン 【経済産業省】 

ASP・SaaSにおける情報セキュリティ 
対策ガイドライン【総務省】 

ASP・SaaS事業者が医療情報を 

取り扱う際の安全管理に関する 

ガイドライン【総務省】 

医療機関側 

民間情報処理事業者側 



自然災害などで被害を受けたシステムを復旧・修復すること。 

また、そのための備えとなる機器やシステム、体制のこと。 

「システムを災害から守る」のみならず、各種の障害は必ず起こりえるものと想定し、い
かに効率よく迅速に復旧するかという点から災害対策を捉える。 

システム停止による利益の損失を最小限に抑えることを目的とする。（*1） 

従来は50km〜100km程度離れた地点

にバックアップサイトを設置することを
推奨していたが、 

3.11震災における被害状況から、現在
では電力会社を「2つ以上」離れた地点

にバックアップサイトを設けることが望
ましいとされている。 

（*1）出展：IT用語辞典 e-Words 

情報システムにおける災害対策（ディザスターリカバリ） 





技術ＷＧミッション 

技術ＷＧでの検討内容・・・・ 

高知県医療情報通信技術連絡協議会の事業とし
て予定されている「診療データの県外保全を行う
ためのシステム構築及び運用」に関して各医療機
関の医療情報システム担当者を中心に、バック
アップシステム調達仕様を検討。 

日本医療情報学会認定の 

  医療情報技師を中心に結成したWG 
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高知県診療情報保全基盤システムの全体概要 
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ご清聴ありがとう
ございました。 

〒781-8555 高知市池2125-1 

高知医療センター ＩＴセンター内 

 高知県医療情報通信技術連絡協議会 

   会   長：武田 明雄 

   事務局長：町田 尚敬 

   事務局員：北村 和之 

 TEL：088-837-3862 




